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さらに、mTOR を阻害した場合の、バリン摂取による C2C12 の増殖能の変動を MTT アッセイで評
価することにより、バリンが mTOR シグナルを介して C2C12 の増殖を誘導するのかを評価した。 
【結果】 
C2C12 に Insulin-like growth factor 1(IGF-1）,ロイシン(Leu),バリン(Val)を 15,30,60,120 分添加した際
の p-mTOR, p-Akt 活性をウェスタンブロッティングで評価した。p-mTOR に関して、ロイシンとバリ





申請先学部  薬学部 採択番号 No.2    
また、mTOR 阻害剤であるラパマイシン(Rapa)を C2C12 に投与し MTT アッセイを行い、細胞の増
殖が mTOR 経路によるものかを評価した。下に示す結果は、C2C12 に各種試薬を 48 時間添加した際
の結果である。IGF-1,ロイシン,バリンのそれぞれにおいて、ラパマイシンと共投与した際の活性が有




本実験により、バリンを C2C12 に添加すると、p-Akt の上昇とラパマイシンとの共投与による増殖
能の低下が確認できた。このことより、バリンもロイシンと同様に、mTOR 経路が細胞の増殖と活性
化に寄与していることが示唆された。しかし、本実験ではロイシン、バリン共にウェスタンブロッテ
ィングにおいて p-mTOR の活性は確認することができなかった。mTOR は Akt のシグナル経路の下流
に位置する分子である。ウェスタンブロッティングにおいて p-Akt が 120 分で発現が増加しているた
め、p-mTOR に関しては 120 分以降で発現が増加していることが考えられる。このことより、ロイシ
ン、バリンを 120 分以上作用させたウェスタンブロッティングを行うことでさらに詳細な情報が取集
できると考えられる。 
IGF-1 は 15 分と比較的短い時間で p-Akt, p-mTOR ともに発現が上昇しているが、これは IGF-1 が細
胞膜に存在する受容体に結合するとすぐにシグナルを伝達するからだと考えられる。一方ロイシン、
バリンは細胞膜に存在するアミノ酸トランスポーターによって細胞内に入った後、複雑な経路を介し
て mTOR 経路を活性化すると考えられるので、120 分と IGF-1 よりも長い時間で p-Akt が活性化した
と考えられる。ウェスタンブロッティングでは IGF-1 のほうがより p-mTOR を活性化しているが MTT
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